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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

中間連結会計期間
第43期

中間連結会計期間
第42期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

売上高 （百万円） 63,679 65,959 129,406

経常利益 （百万円） 1,139 713 2,878

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 437 282 1,595

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 472 283 1,619

純資産額 （百万円） 3,149 4,203 4,116

総資産額 （百万円） 34,785 34,077 33,953

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 15.53 9.92 56.48

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） 15.09 9.69 54.95

自己資本比率 （％） 9.1 12.3 12.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,386 1,190 2,785

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △511 △1,354 △207

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △263 △53 △2,136

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 3,321 2,934 3,151

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎となる自己株式数には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が所有する

当社株式を含めております。

３．当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。なお、2024年７月31日に有限会社大和急送の全株式を取得し、８月１日に商号を株式会社大和急送に

変更し、連結子会社としております。

 

EDINET提出書類

株式会社カクヤスグループ(E35334)

半期報告書

 2/28



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１）財政状態の状況

（資産）

 当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ123百万円増加し、34,077百万円となりまし

た。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ374百万円減少し、21,048百万円となりました。主な要因は受取手形及び売

掛金の減少488百万円によるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ498百万円増加し、13,028百万円となりました。主な要因は建物及び構築物

（純額）の増加184百万円、工具、器具及び備品（純額）の増加99百万円によるものであります。

 

（負債）

 当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ36百万円増加し、29,874百万円となりまし

た。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ346百万円増加し、26,462百万円となりました。主な要因は短期借入金の増

加482百万円によるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ310百万円減少し、3,411百万円となりました。主な要因は長期借入金の減

少337百万円によるものであります。

 

（純資産）

 当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ87百万円増加し、4,203百万円となりまし

た。主な要因は親会社株主に帰属する中間純利益の計上による利益剰余金の増加282百万円、配当による利益剰余金

の減少241百万円によるものであります。

 

 

（２）経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、欧米諸国において高い金利水準を背景に景気が後退することで、わ

が国へも影響するリスクがある中で、雇用・所得環境の改善が進み、消費者物価上昇率は２％台で推移し、当社の

主要顧客が属する外食業界においては売上や客数も緩やかに増加傾向にあります。

　このような状況のなか、当社グループは「お客様のご要望になんでも応えたい」という基本コンセプトのもと、

飲食店向け及び家庭向けの酒類需要をさらに取り込むべく、配達体制の強化を図り、サービスの向上に努めてまい

りました。

　当中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日）における当社グループの経営成績は、売上高65,959

百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益751百万円（前年同期比33.6％減）、経常利益713百万円（前年同期比

37.3％減）、親会社株主に帰属する中間純利益282百万円（前年同期比35.3％減）となり、前年10月に行ったベース

アップ及び採用増による人件費負担増が影響し、増収減益の決算となりました。

 

　セグメント別の概況につきましては、以下のとおりであります。

　なお、当社グループは、当連結会計年度の始めより、業績計上の区分を「飲食店向け」「家庭向け」という顧客

属性の売上区分から、「時間帯配達事業」「ルート配達事業」「店頭販売事業」「その他」の事業軸の４セグメン

トに変更しております。

 

（時間帯配達事業）

　「時間帯配達事業」の当中間連結会計期間の売上高は38,578百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益1,101百万

円（前年同期比12.2％増）となりました。個人飲食店向けの売上高が好調に推移し、人員増員によるコスト増を吸

収し、時間帯配達事業全体は増収増益となりました。

 

（ルート配達事業）
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　「ルート配達事業」の当中間連結会計期間の売上高は18,814百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益370百万円

（前年同期比4.2％増）となりました。大手飲食チェーン店向けの売上が順調に伸びたため、増収増益となりまし

た。

 

（店頭販売事業）

　「店頭販売事業」の当中間連結会計期間の売上高は7,764百万円（前年同期比6.8％減）、営業利益38百万円（前

年同期比87.8％減）となりました。前年神奈川県自治体が実施したキャッシュレスキャンペーンの反動影響と、ア

ルバイト人員増、拠点増によるコスト先行で、減収減益となりました。

 

（その他）

　「その他」の当中間連結会計期間の売上高は802百万円（前年同期比40.5％減）、営業利益92百万円（前年同期比

59.2％減）となりました。本セグメントには、ＥＣ宅配事業や他酒類販売者への卸売が含まれております。

 

 

(３）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は2,934百万円となり、前連

結会計年度末に比べ217百万円減少いたしました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその原因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は1,190百万円（前年同期は1,386百万円の収入）となりました。これは主に、減価

償却費456百万円、仕入債務の増加額463百万円、減損損失77百万円等の増加要因が未収入金の増加額532百万円等の

減少要因を上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,354百万円（前年同期は511百万円の支出）となりました。これは主に、固定資

産の取得による支出1,011百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は53百万円（前年同期は263百万円の支出）となりました。これは主に、長期借入金

の返済による支出520百万円等の減少要因が、短期借入金の純増額450百万円等の増加要因を上回ったことによるも

のであります。

 

 

(４）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(６）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間連結会計期間において、新たに経営成績に重要な影響を与える事象は発生しておりません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　2024年７月17日付にて有限会社大和急送の株式譲受について、株式譲渡契約書を締結し、2024年７月31日に株式を

取得しました。なお、有限会社大和急送は、2024年８月１日付にて商号を株式会社大和急送に変更いたしました。

詳細は「第４　経理の状況　１．中間連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」をご参照ください。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　（注）2024年５月15日開催の取締役会決議により、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合での株式分割に

伴う定款変更を行っております。これに伴い、発行可能株式総数は40,000,000株増加し、60,000,000株となって

おります。

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,664,900 28,996,200
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 9,664,900 28,996,200 － －

　（注）2024年５月15日開催の取締役会決議により、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を

行っております。株式分割及び新株予約権行使の結果、発行済株式総数は、19,331,300株増加し、28,996,200株

となっております。「提出日現在発行数」欄には、2024年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権

の行使により発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年４月１日～

2024年９月30日

（注）

13,600 9,664,900 3 68 3 1,787

　（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社ＳＫＹグループホールディ

ングス

東京都千代田区神田須田町１丁目12　山

萬ビル907号室
4,544 47.01

伊藤忠食品株式会社 大阪府大阪市中央区城見２丁目２－22 750 7.76

三菱食品株式会社 東京都文京区小石川１丁目１番１号 750 7.76

カクヤス従業員持株会
東京都北区豊島２丁目４－２　本社第二

ビル４階
504 5.21

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 488 5.04

麒麟麦酒株式会社 東京都中野区中野４丁目10－２ 216 2.23

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１丁目23－１ 210 2.17

サッポロビール株式会社 東京都渋谷区恵比寿４丁目20－１ 210 2.17

サントリー株式会社 東京都港区台場２丁目３－３ 210 2.17

株式会社日本カストディ銀行（信託

Ｅ口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 142 1.46

計 － 8,024 83.02

（注）2021年９月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、レオス・キャピタルワー

　　　クス株式会社及びその共同保有者である株式会社ＳＢＩ証券が2021年８月31日現在で以下の株式を所有している

　　　旨が記載されているものの、当社として2024年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、

　　　上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

レオス・キャピタルワー

クス株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目11番１号 株式　464,700 5.00

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 株式　 13,800 0.15
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,660,300 96,603 －

単元未満株式 普通株式 4,500 － －

発行済株式総数  9,664,900 － －

総株主の議決権  － 96,603 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が所有する当社株式141,900株

　　　　　　（議決権の数1,419個）が含まれております。

　　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社カクヤスグルー

プ

東京都北区豊島二丁目

３番１号
100 - 100 0.00

計 － 100 - 100 0.00

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,175 2,961

受取手形及び売掛金 9,818 9,330

商品 5,652 5,374

未収入金 1,540 2,073

その他 1,325 1,397

貸倒引当金 △89 △88

流動資産合計 21,423 21,048

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,198 4,382

工具、器具及び備品（純額） 325 425

土地 2,720 2,720

その他（純額） 11 27

有形固定資産合計 7,255 7,555

無形固定資産   

のれん 993 1,062

ソフトウエア 640 572

その他 75 381

無形固定資産合計 1,710 2,016

投資その他の資産   

投資有価証券 361 375

繰延税金資産 787 526

敷金及び保証金 2,221 2,336

その他 314 327

貸倒引当金 △120 △108

投資その他の資産合計 3,564 3,456

固定資産合計 12,530 13,028

資産合計 33,953 34,077
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

負債の部   

流動負債   

買掛金 16,007 16,469

短期借入金 ※１,※２ 6,382 ※１,※２ 6,865

未払法人税等 249 89

賞与引当金 540 528

資産除去債務 37 22

その他 2,898 2,487

流動負債合計 26,116 26,462

固定負債   

長期借入金 ※２ 2,231 ※２ 1,894

繰延税金負債 80 80

資産除去債務 1,283 1,315

その他 125 119

固定負債合計 3,721 3,411

負債合計 29,837 29,874

純資産の部   

株主資本   

資本金 64 68

資本剰余金 3,572 3,576

利益剰余金 561 603

自己株式 △230 △192

株主資本合計 3,969 4,056

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 146 147

その他の包括利益累計額合計 146 147

純資産合計 4,116 4,203

負債純資産合計 33,953 34,077
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 63,679 65,959

売上原価 49,463 50,770

売上総利益 14,216 15,189

販売費及び一般管理費 ※ 13,084 ※ 14,437

営業利益 1,131 751

営業外収益   

受取手数料 6 3

受取保険金 8 3

受取保証料 15 9

その他 20 5

営業外収益合計 50 22

営業外費用   

支払利息 23 24

店舗撤退損失 13 27

その他 5 8

営業外費用合計 43 60

経常利益 1,139 713

特別利益   

投資有価証券売却益 － 0

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 0

特別損失   

減損損失 286 77

その他 28 4

特別損失合計 314 81

税金等調整前中間純利益 825 632

法人税、住民税及び事業税 120 88

法人税等調整額 267 261

法人税等合計 388 349

中間純利益 437 282

親会社株主に帰属する中間純利益 437 282
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 437 282

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 34 0

その他の包括利益合計 34 0

中間包括利益 472 283

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 472 283

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 825 632

減価償却費 356 456

のれん償却額 79 74

減損損失 286 77

投資有価証券売却損益（△は益） － △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △12

賞与引当金の増減額（△は減少） 134 △12

支払利息 23 24

売上債権の増減額（△は増加） △520 512

棚卸資産の増減額（△は増加） △113 280

未収入金の増減額（△は増加） △753 △532

仕入債務の増減額（△は減少） 1,285 463

未払金の増減額（△は減少） 88 △254

未払消費税等の増減額（△は減少） △257 △271

その他 78 23

小計 1,519 1,461

利息及び配当金の受取額 1 2

利息の支払額 △23 △24

法人税等の還付額 11 －

法人税等の支払額 △121 △249

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,386 1,190

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △477 △1,011

投資有価証券の売却による収入 － 0

敷金及び保証金の差入による支出 △164 △130

敷金及び保証金の回収による収入 143 15

資産除去債務の履行による支出 △15 △65

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △156

その他 1 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △511 △1,354

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 512 450

長期借入れによる収入 － 200

長期借入金の返済による支出 △659 △520

新株予約権の行使による株式の発行による収入 16 7

自己株式の処分による収入 37 37

配当金の支払額 △167 △227

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △263 △53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 611 △217

現金及び現金同等物の期首残高 2,709 3,151

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,321 ※ 2,934
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当中間連結会計期間より、株式の新規取得のため、株式会社大和急送を連結の範囲に含めております。なお、

2024年９月30日をみなし取得日としたため、当中間連結会計期間においては、貸借対照表のみ連結しております。

 

（追加情報）

（従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　　当社は、中長期的な企業価値を高めること及び当社グループの従業員への福利厚生を目的として、従業員持

株会に信託口を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

１．取引の概要

　　当社は、中長期的な企業価値を高めることを目的として、本制度を2022年12月22日に導入しております。本制

度では、「カクヤス従業員持株会」（以下「当社持株会」という。）へ当社株式を譲渡していく目的で設立する

従業員持株ＥＳＯＰ信託が、2022年12月22日から2026年１月13日（予定）にわたり当社持株会が取得する規模の

株式を予め一括して取得し、当社持株会へ売却を行います。

２．信託に残存する自社の株式

　　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末229百万円、170千株、当

中間連結会計期間末191百万円、141千株であります。

３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　前連結会計年度末206百万円、当中間連結会計期間末149百万円

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　コミットメント契約

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と貸出コミットメント契約を締結して

おります。これらの契約に基づく貸出コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

貸出コミットメント契約の総額  7,800百万円  7,800百万円

借入実行残高  4,900  5,400

差引額  2,900  2,400
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※２　財務制限条項等

前連結会計年度（2024年３月31日）

　貸出コミットメント契約7,800百万円（うち借入実行残高4,900百万円）及び長期借入金のうち1,008百

万円（うち１年内返済196百万円）及び短期借入金470百万円には、下記の財務制限条項及び資産制限条項

が付されております。

①　財務制限条項

　　・2023年３月期以降、各連結会計年度末において、連結貸借対照表の純資産合計を2021年３月期末の

純資産合計の75％以上に維持すること。及び直前連結会計年度末の純資産合計の75％以上に維持す

ること。

　　・2023年３月期以降、連結損益計算書において２連結会計年度連続して経常損失を計上しないこと。

　　・2023年３月期以降、各連結会計年度末において、「有利子負債－現金及び預金」÷「営業利益+減

価償却費」の連結倍率を８倍未満に維持すること。

②　資産制限条項

　　当社は金融機関の承諾がない限り、重大な影響を及ぼす、または及ぼすおそれのある以下の行為は行

わない。

　　・組織変更（会社法（平成17年法律第86号、その後の改正も含む。）第２条第26号で定義された意味

を有する。）、合併、会社分割、株式交換、株式移転、もしくは減資

　　・事業もしくは資産の全部もしくは一部の第三者への譲渡

　　・第三者の事業もしくは資産の全部もしくは一部の譲受

 

 

当中間連結会計期間（2024年９月30日）

　貸出コミットメント契約7,800百万円（うち借入実行残高5,400百万円）及び長期借入金のうち909百万

円（うち１年内返済196百万円）及び短期借入金470百万円には、下記の財務制限条項及び資産制限条項が

付されております。

①　財務制限条項

　　・2023年３月期以降、各連結会計年度末において、連結貸借対照表の純資産合計を2021年３月期末の

純資産合計の75％以上に維持すること。及び直前連結会計年度末の純資産合計の75％以上に維持す

ること。

　　・2023年３月期以降、連結損益計算書において２連結会計年度連続して経常損失を計上しないこと。

　　・2023年３月期以降、各連結会計年度末において、「有利子負債－現金及び預金」÷「営業利益+減

価償却費」の連結倍率を８倍未満に維持すること。

②　資産制限条項

　　当社は金融機関の承諾がない限り、重大な影響を及ぼす、または及ぼすおそれのある以下の行為は行

わない。

　　・組織変更（会社法（平成17年法律第86号、その後の改正も含む。）第２条第26号で定義された意味

を有する。）、合併、会社分割、株式交換、株式移転、もしくは減資

　　・事業もしくは資産の全部もしくは一部の第三者への譲渡

　　・第三者の事業もしくは資産の全部もしくは一部の譲受

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
 至　2024年９月30日）

給与及び手当 5,688百万円 6,721百万円

賞与引当金繰入額 524 512

退職給付費用 41 55
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

現金及び預金勘定 3,343百万円 2,961百万円

従業員持株ＥＳＯＰ信託 △21 △26

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 3,321 2,934
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（株主資本等関係）

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月25日

取締役会
普通株式 191 20.0 2023年３月31日 2023年６月９日 利益剰余金

（注）　2023年５月25日取締役会による配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金４百万円が含まれております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月14日

取締役会
普通株式 240 25.0 2023年９月30日 2023年12月11日 利益剰余金

（注）　2023年11月14日取締役会による配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金４百万円が含まれております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　 該当事項はありません。

 

 

　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月28日

取締役会
普通株式 241 25.0 2024年３月31日 2024年６月12日 利益剰余金

（注）　2024年５月28日取締役会による配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金４百万円が含まれております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日

取締役会
普通株式 289 30.0 2024年９月30日 2024年12月11日 利益剰余金

（注）１．2024年11月14日取締役会による配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対す

る配当金４百万円が含まれております。

２．当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、当該株式

分割前の配当額を記載しております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 報告セグメント
その他　
（注１）

合計
調整額　
（注２）

中間連結損
益計算書計
上額

 
時間帯　
配達

ルート配達 店頭販売 計

売上高         

外部顧客への

売上高
36,323 17,672 8,334 62,330 1,348 63,679 - 63,679

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

- - - - - - - -

計 36,323 17,672 8,334 62,330 1,348 63,679 - 63,679

セグメント利益

（注３）
981 355 313 1,650 226 1,877 △745 1,131

（注）１．その他には、ＥＣ事業及び他酒類販売業者への卸売事業が含まれております。

２．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しないグループ管理費用並びに共用資産の費用であり

ます。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 報告セグメント
その他　
（注１）

合計
調整額　
（注２）

中間連結損
益計算書計
上額

 
時間帯　
配達

ルート配達 店頭販売 計

売上高         

外部顧客への

売上高
38,578 18,814 7,764 65,157 802 65,959 - 65,959

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

- - - - - - - -

計 38,578 18,814 7,764 65,157 802 65,959 - 65,959

セグメント利益

（注３）
1,101 370 38 1,510 92 1,603 △851 751

（注）１．その他には、ＥＣ事業及び他酒類販売業者への卸売事業が含まれております。

２．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しないグループ管理費用並びに共用資産の費用であり

ます。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当中間連結会計期間に、「時間帯配達事業」セグメント64百万円、「店頭販売事業」セグメント13百万円の減

損損失を計上しております。

 

(のれんの金額の重要な変動)

当中間連結会計期間において、株式会社大和急送の株式を取得し、連結の範囲に含めたことに伴い、「時間帯

配達」セグメントにおいてのれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は、142百万円でありま

す。

 

 

３．報告セグメント変更等に関する事項

当中間連結会計期間より、当社グループは、コロナ禍後の酒類需要回復を踏まえた成長戦略、戦略施策を強化

していく中で、事業活動の実態を適正に評価できるよう経営管理区分の見直しを行い、報告セグメントを従来の

酒類販売事業の単一セグメントから「時間帯配達事業」「ルート配達事業」「店頭販売事業」「その他」の４つ

に変更しております。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しています。

 

旧報告セグメント

➡
新報告セグメント

酒類販売事業
（売上区分）飲食店向け
　　　　　　宅配
　　　　　　店頭
　　　　　　卸その他

時間帯配達事業

ルート配達事業

店頭販売事業

その他

 
（参考）変更後の各セグメントの内容

セグメント名称 内容

時間帯配達事業
 

小型出荷倉庫（サテライト・ステーション）等から個人飲食店や
一般消費者、一般法人向けに時間帯で配達する事業

ルート配達事業
 

配送センターから全国飲食チェーン、ホテル・レストラン等
ルート配達する事業

店頭販売事業 一般消費者向けの店頭での販売をする事業

その他 ＥＣ事業、他酒類販売者への卸等
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及び事業の内容、規模

被取得企業の名称　有限会社大和急送

事業の内容　　　　貨物自動車運送事業、第一種貨物利用運送事業、他

事業の規模　　　　純資産額　227百万円

2024年３月期の会計数値であり、当社の会計監査人の監査証明を受けておりません。

（２）企業結合を行った主な理由

同社が持つ配送能力を活用し、当社グループの物流力強化、酒類・飲料以外の商品力強化等を通じて当

社グループの収益基盤を拡大し、企業価値の向上を図るためです。

（３）企業結合日

2024年７月31日

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称

株式会社大和急送

（６）取得した株式の数、議決権比率

株式の数　　380株

議決権比率　100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したものによるものです。

 

２．中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得を2024年９月30日としていることから、中間連結会計期間においては貸借対照表のみを連結して

おり、被取得企業の業績は含まれておりません。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　現金及び預金　335百万円

取得原価　335百万円

 

４．主な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザーに対する報酬、デューデリジェンス費用等　38百万円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

142百万円

（２）発生原因

主として今後の事業展開により期待される超過収益力であります。

（３）償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりであります。

 

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計

 
時間帯　
配達

ルート配達 店頭販売 計

飲食店向け 25,535 17,670 － 43,205 － 43,205

宅配 10,324 － － 10,324 824 11,148

店頭 － － 8,334 8,334 4 8,338

卸その他 464 2 － 466 520 986

顧客との契約から生じる収益 36,323 17,672 8,334 62,330 1,348 63,679

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 36,323 17,672 8,334 62,330 1,348 63,679

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計

 
時間帯　
配達

ルート配達 店頭販売 計

飲食店向け 28,053 18,813 － 46,866 － 46,866

宅配 10,096 － － 10,096 383 10,479

店頭 － － 7,764 7,764 1 7,765

卸その他 429 1 － 430 418 848

顧客との契約から生じる収益 38,578 18,814 7,764 65,157 802 65,959

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 38,578 18,814 7,764 65,157 802 65,959
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

(1)１株当たり中間純利益 15円53銭 9円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 437 282

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益（百万

円）
437 282

普通株式の期中平均株式数（株） 28,157,645 28,510,072

(2)潜在株式調整後１株当たり中間純利益 15円09銭 9円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 826,826 697,748

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要

 

－

 

－

（注）１．１株当たり中間純利益の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義所有株式分を控除

する他、従業員持株ＥＳＯＰ信託が所有する当社株式（前中間連結会計期間639,473株、当中間連結会計期間

472,728株）を控除して算定しております。

２．当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益を

算定しております。
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(重要な後発事象)

（株式分割及び定款の一部変更）

　当社は、2024年５月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年10月１日を効力発生日として、株式分割及

び株式分割に伴う定款の一部変更を行っております。

 

１．株式分割

（１）株式分割の目的

株式分割を通じて投資単位あたりの金額を引き下げ、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整える

ことにより、当社株式の流動性向上と投資家層の拡大を図ることを目的としております。

 

（２）株式分割の概要

　①　分割の方法

2024年９月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する当社普

通株式を、１株につき３株の割合をもって分割しております。

 

　②　分割により増加する株式数

１ 株式分割前の発行済株式総数 9,664,900株

２ 今回の分割により増加する株式数 19,329,800株

３ 株式分割後の発行済株式総数 28,994,700株

４ 株式分割後の発行可能株式総数 60,000,000株

 

（３）株式分割の日程

基準日公告日 2024年９月13日

基準日 2024年９月30日

効力発生日 2024年10月１日

 

（４）１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算出し、中間連結財務諸表の「注記事

項　（１株当たり情報）」に記載しております。

 

（５）新株予約権の行使価額の調整

　今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たり行使価額を2024年10月１日以降、以下の

とおり調整いたします。

 調整前行使価額 調整後行使価額

第１回新株予約権 523円 175円

第２回新株予約権 564円 188円

 

（６）株式分割に伴う定款の一部変更

　①　定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2024年10月１日を効力発生日とし

て、当社定款の一部を変更します。

 

　②　定款の内容

　変更の内容は以下のとおりです。（下線部は変更部分）

現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数） （発行可能株式総数）

第６条 当会社の発行可能株式総数は、

20,000,000 株とする。

第６条 当会社の発行可能株式総数は、

60,000,000 株とする。

 

　③　定款変更の日程

効力発生日 2024年10月１日

 

 

 

（７）その他

　①　資本金の額の変更
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　今回の株式分割に際して、資本金の額に変更はありません。
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２【その他】

（１）期末配当

2024年５月28日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………241百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年６月12日

（注）１．2024年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．「１株当たりの金額」については、基準日が2024年３月31日であるため、2024年10月１日付の株式

分割前の金額を記載しております。

 

（２）中間配当

2024年11月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………289百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………30円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年12月11日

（注）１．2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．「１株当たりの金額」については、基準日が2024年９月30日であるため、2024年10月１日付の株式

分割前の金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

 

 2024年11月14日

株 式 会 社 カ ク ヤ ス グ ル ー プ  

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 東京事務所  

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　大輝

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カクヤス

グループの2024年4月1日から2025年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社カクヤスグループ及び連結子会社の2024年9月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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